






























































































審 査結 果 σ) 要
頃
日
 ホルーモソの殆んどは,末梢に対しては刺激的に作用するが中枢に対しては抑制的に作用するも
 のである。然るにホルモン異常を有する患者(Dうちには中枢刺激効果に俟たねばなら蹄ものが少
 ぐない。従来,之に対し,抑制1童に起るはねかえ.り現象を応解する方法などがとられて来たが常
 に所期の目的を達するとは限らない。ご(りよう左欠点を補うた遅)に著者等・は“性中枢刺激剤"
 なる新概念慰考え出し、かxる物質グ)浮否について追及して来たが,本論交の著者江動物実験に
 より本物質の存在を・確認することtて満足せす,一部臨床実験匠まで進展せしめ,以下の成果建収
 めている。
 1)中枢刺激効果が、期イ寺される従来の諸種薬1刊中には性中枢荊」激刮として便用し得るものにし序
 在しなかった0
 2)銅1“,1に排掛i効果があることは古くから知られていたが,何れ二毒性が強(実用iに供するこ
 とが出米1:ヒかった。毒性の{かない銅化合物乞侍る目的て'種々た再機毎可の合成奮行って,その群舞
 効果と毒性に就いて霞討し,コンドロイチン硫酸銅,グルコγ酸鍋1が晦々廷耳的に叶うこと{じ発見
 した。着着・は異形グルコン酸銅に側鎖建附して毒性の減弱乞企図し.テトラァセチール及びペン
 タアセチルグルコγ酸鋸は毒性が僅微であること忙証明している。
 著者ぱ之等鉢山,孟の1乍用機序が従米一」部のものに云われてi来た」、う左門重i体亘榎刺激ではなく視
 床ド都刺激に、11つて排卵乞誘発せしめるものであること乞立証している。
 5)有樋1・尋の一つとして牛脂からcerebrocuproinもτ抽出して,排卵実験に供した所,
 排卵誘発は・」'能だつたが毒性が強く実用には程遠いものがあった。
 4)植物の幼業中に排鋤彫ワ質が含有'されていることも古くから知られていたか,之も・毒1生のた
 め研究が進展しなかった。著者は禾本棚ド物につき1籾丹誘発と毒惚両者鱒比,燕麦か准楼1と
 して岐も優れていることせ認め,更に抽出法を改良し,有効成分と有毒成分との分離に成功した。
 以ヒ,本研究は未だ完成されたるものとは云わlh.支いが匹ホルモン療法に新分野を拓く郵,1縮を
 与えた点で出色なものである。
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